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平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 
外国特許出願に関し、最近のトピックス等をお知らせいたします。 

 

欧州特許とその主要加盟国における費用比較（2025 年版） 
 

2023 年 6 月 1 日より欧州単一特許制度（UP）が発効され、欧州特許の一元化がさらに進みました。今回は、

欧州主要加盟国ドイツ（DE）、フランス（FR）、イギリス（GB）、イタリア（IT）、スペイン（ES）を対象に欧州指定国、

直接出願、および UP 利用について、出願から権利満了（20 年間）の費用比較を紹介します。 
※固定条件・・・英語明細書：10,000 語／請求項：10 項／中間応答：2 回（欧州特許はサーチレポートと OA2 回

応答の計 3 回）、応答 1 回：¥300,000／登録：出願から 3 年／欧州代理人所在地：ドイツ／€1.00＝¥170 
※現地費用（代理人＋庁）のみ記載します（弊所費用も発生しますが差額に大きな影響が無いため省略します）。 
 

１．欧州特許の指定国として権利取得する場合とその国に直接出願して権利取得する場合の比較 
 

国：DE 出願時費用 審査請求費用 中間応答費用 登録時費用 年金費用 合計 
欧州特許(DE 指定) ¥600,000 ¥430,000 ¥900,000 ¥490,000 ¥3,260,000 ¥5,680,000 
直接出願 ¥690,000 ¥60,000 ¥600,000 ¥30,000 ¥2,870,000 ¥4,250,000 
差額 -¥90,000 ¥370,000 ¥300,000 ¥460,000 ¥390,000 ¥1,430,000 

 

国：FR 出願時費用 審査請求費用 中間応答費用 登録時費用 年金費用 合計 
欧州特許(FR 指定) ¥600,000 ¥430,000 ¥900,000 ¥520,000 ¥1,870,000 ¥4,320,000 
直接出願（※） ¥820,000 ¥0 ¥600,000 ¥60,000 ¥1,490,000 ¥2,970,000 
差額 -¥220,000 ¥430,000 ¥300,000 ¥460,000 ¥380,000 ¥1,350,000 

 

国：GB 出願時費用 審査請求費用 中間応答費用 登録時費用 年金費用 合計 
欧州特許(GB 指定) ¥600,000 ¥430,000 ¥900,000 ¥510,000 ¥1,790,000 ¥4,230,000 
直接出願 ¥280,000 ¥70,000 ¥600,000 ¥120,000 ¥1,200,000 ¥2,270,000 
差額 ¥320,000 ¥360,000 ¥300,000 ¥390,000 ¥590,000 ¥1,960,000 

 

国：IT 出願時費用 審査請求費用 中間応答費用 登録時費用 年金費用 合計 
欧州特許(IT 指定) ¥600,000 ¥430,000 ¥900,000 ¥940,000 ¥2,010,000 ¥4,880,000 
直接出願 ¥550,000 ¥0 ¥600,000 ¥30,000 ¥1,530,000 ¥2,710,000 
差額 ¥50,000 ¥430,000 ¥300,000 ¥910,000 ¥480,000 ¥2,170,000 

 

国：ES 出願時費用 審査請求費用 中間応答費用 登録時費用 年金費用 合計 
欧州特許(ES 指定) ¥600,000 ¥430,000 ¥900,000 ¥750,000 ¥1,740,000 ¥4,420,000 
直接出願 ¥450,000 ¥70,000 ¥600,000 ¥30,000 ¥1,330,000 ¥2,480,000 
差額 ¥150,000 ¥360,000 ¥300,000 ¥720,000 ¥410,000 ¥1,940,000 

 

※FR では PCT 直接移行が認められていないため、第 1 国出願またはパリルートに基づく出願となります。 
 

・DE と FR は直接出願、IT と ES は指定国および直接出願において、全文翻訳の費用が発生します。 
・FR と IT では審査請求制度がありません。FR は出願人が調査請求すると特許庁は予備調査報告書を発行し、

出願人に応答義務が生じます（上記中間応答はこれを含め 2 回とします）。IT は第 1 国出願に対して実体審査

が行われ、他国を優先権主張するイタリア出願に対しては行われません。PCT 直接移行における実体審査は

国際調査報告または国際予備審査報告に基づき行われます。 
 

２．UP を利用する場合と UP を利用しない（各指定国として権利取得する）場合の比較 
 

①DE,FR, IT 登録時費用 年金費用 合計  

・中間応答まで同一金額のため、登録時と

年金の費用に限定して記載しています。 
・本稿の UP 有効国は DE、FR、IT です。

UP を利用する場合、UP 有効国 4 ヶ国

目から割安になるのが一般的です。本稿

では DE、FR、IT の他に UP 有効国を 1
ヶ国以上加えるとUPが割安になります。 

・英語欧州出願の場合、UP 導入の移行

期間（6 年間）は他の EU 公用語の全文

翻訳が必要です。最も多く選ばれている

言語は ES 語です。①②③の UP 登録時

費用は ES 語翻訳費用を含みます。指定

国に ES を選ぶと ES 語翻訳文を UP で

流用できます。④の UP 登録時費用は

ES 語翻訳費用を含みません。    以上 

UP ¥810,000 ¥6,830,000 ¥9,590,000  

欧州指定国 ¥1,0800,000 ¥6,120,000 ¥9,150,000  

差額 ¥-270,000 ¥710,000 ¥440,000  

     

②DE,FR,GB 登録時費用 年金費用 合計  

UP+GB ¥880,000 ¥8,110,000 ¥10,940,000  

欧州指定国 ¥640,000 ¥5,900,000 ¥8,490,000  

差額 ¥240,000 ¥2,210,000 ¥2,450,000  

     

③DE,FR,GB,IT 登録時費用 年金費用 合計  

UP+GB ¥880,000 ¥8,110,000 ¥10,940,000  

欧州指定国 ¥1,140,000 ¥7,400,000 ¥10,490,000  

差額 ¥-260,000 ¥710,000 ¥450,000  

     

④DE,FR,GB,IT,ES 登録時費用 年金費用 合計  

UP+GB+ES ¥940,000 ¥9,350,000 ¥12,240,000  

欧州指定国 ¥1,460,000 ¥8,630,000 ¥12,040,000  

差額 ¥-520,000 ¥720,000 ¥200,000  




